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「できた！」を増やすために  
７月７日は七夕です。いくつかの教室には、子どもたちの願い

が書かれた短冊が飾られています。「計算がもっと得意になりま

すように。」「逆上がりができるようになりたい。」「友達ともっと

仲よくなりたい。」一人一人の願いを読んでいると、「こんな自分

になりたい」という子どもたちの思いが伝わってきます。 

願いは、ただ願うだけでかなうものではありません。その願いを目標に変え、「もう少しがん

ばってみよう」「もう１回挑戦してみよう」と、一歩ずつ積み重ねていくことで、少しずつ実現

に近づいていきます。 

毎日教室をまわって子どもたちの学習の様子を見ていると、

友達と考えを伝え合いながら課題を解決しようとする姿、タ

ブレット端末を使って自分の考えをまとめる姿、話を真剣な

表情で聞く姿、友達の発表にうなずきながら耳を傾ける姿な

ど、一人一人が学びに向かう姿を見ることができます。 

また、私の姿を見つけると、「計算が速くできるようになっ

たよ！」「作品ができたから見て！」「漢字テストで全部書け

たよ。」と、うれしそうに話しかけてくれる子どももたくさんいます。その笑顔からは、「できる

ようになったことを誰かに伝えたい」「がんばったことを見てほしい」という気持ちが伝わって

きます。そして、その「できた！」の裏には、毎日の努力や何度も挑戦した積み重ねがあります。 

子どもの成長は、ある日突然大きく変わるものではありません。毎日の授業で考えたり、友達

と話し合ったり、何度も練習したり、時には間違えたり失敗したりしながら、一歩ずつ力を付け

ていくものです。その成長を支えるために、学校では「結果」だけではなく、「努力する姿」や

「挑戦しようとする気持ち」を大切にしています。たとえ思うような結果にならなかったとして

も、「最後まで取り組めたね。」「昨日より上手になったね。」という言葉が、子どもたちの自信に

つながっていきます。 

このことは、ご家庭での声かけにも共通しています。例え

ば、「テストは何点だった？」だけで終わるのではなく、「今

日はどんなことを勉強したの？」「学校で楽しかったこと

は？」「難しかったことはあった？」「友達とどんなことをし

たの？」と、学校でのできごとやがんばったことに耳を傾け

ていただけると、子どもたちは「自分のことを見てもらえて

いる」と感じます。 （※裏面に続く） 
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（※表面より）また、「がんばったね。」「続けているね。」「挑戦

したことがすばらしいね。」と、努力や過程を認めてもらうこ

とで、「明日も頑張ろう」という気持ちが育っていきます。 

この時期、学校では一人一人が「１学期、こんなことができ

るようになった」「最後まで頑張ることができた」と実感し、

自信をもって夏休みを迎えられるよう、学習や生活のまとめ

を進めています。 

１学期の学習内容は、２学期以降の学習の土台となります。宿題だけでなく、音読を聞いてい

ただいたり、計算や漢字の練習を一緒に確認していただいたり、本を読む時間をつくったりする

など、毎日 10分から 15分程度でも学習に関わる時間をもっていただければ、子どもたちにとっ

て大きな励みになります。さらに、この時期は暑さが増し、疲れもたまりやすくなります。睡眠

不足や朝食抜きは、集中力や体力の低下につながります。早

寝・早起き・朝ごはんを基本とした生活リズムを整え、水分補

給を心がけながら、元気に学校生活を送れるようご協力をお

願いいたします。 

夏休みまであとわずかです。七夕の短冊に書いた願いが、

毎日の努力につながり、一人一人の「できた！」へと結び付い

ていくことを願っています。 

 

 
  

【紹介動画を通して広がる交流（１年生と６年生）】 
６月８日、１年生と６年生が「たてわり班紹介動画」の撮影を行いました。この動画は、野田小学校の新しい仲

間である１年生を全校の子どもたちに紹介するためのものです。撮影では、６年生が１年生にやさしく声をかけな

がらサポートし、１年生も安心した表情で参加していました。また、撮影の合間には、一緒にカードゲームを楽し

み、自然と交流を深めていました。６年生の思いやりあふれる姿がたくさん見られました。 

完成した紹介動画は、６月 23日 24日・25日・30日の登校時間に玄関のモニターで放映しました。子どもた

ちはモニターの前で足を止め、「○○さんが映っている！」「知ってる！」「１年生かわいい！」などと話しながら、

楽しそうに見入っていました。 

撮影から動画の放映までを通して、たてわり班のつながりがさらに深まりました。これからも、学年をこえた交

流を大切にしながら、お互いを思いやる気持ちを育んでいきたいと思います。 

 


